	令和８年度　地域資源活用・地域連携サポート事業　マッチング・事業化を促すコーディネーター派遣
エントリーシート


　本事業は、農山漁村が抱える課題の解決に資する外部の事業者や専門家のリソースを導入し、地域資源を活用した新たな事業化を促進することで、農山漁村における所得向上と雇用機会の確保を図ることを目的としています。伴走支援は、地域が課題解決に必要なリソースを見つけ、マッチングし、事業化を推進できるように行われます。
　本事業への応募にあたり、以下の項目をご記入の上、本事業の事務局（応募フォーム）までご提出ください。
　なお、各項目で【必須】は必ずご記入ください。【任意】は可能な範囲でご記入ください。
　また、記入欄は拡張可能ですが、全体で２ページ以内におさめてください。（ここまでの説明文は削除しても結構です。）
	申請者と所属団体名
	



	1．解決を目指す地域課題　【必須】

	地域資源を活用した事業化により解決したい課題を記入してください。
（人口減少、耕作放棄地の拡大、廃校、弱いブランド力、過疎化、後継者不足、地域コミュニティの縮小、若手世代の流出、労働力不足など）






	2．活用する地域資源　【必須】

	事業化で活用を想定している地域資源を具体的に記入してください。
（自然や歴史・文化、建物、イベント、景観、サービスやコンテンツ、農地、森林、伝統食などあらゆる地域資源）






	3．目指す事業化の方向性・構想・アイデア　【必須】

	目指している事業化の方向性や構想・アイデア（事業化の全体像）を記入してください。






	4．事業化に向けた現在までの取組状況 と 本年度における取組予定内容　【必須】

	①前項「3．事業化の方向性・構想」で記載した事業化に向けた現在までの取組状況を記入してください。
（進捗状況（構想中、計画策定済み、体制構築中、体制構築済み、試作中、テスト実施済みなど）や取組を進める上での課題　等）


②前項「3．事業化の方向性・構想」で記載した事業化に向け、本年度における取組予定内容を記入してください。
（実施したいこと（商品開発、販路開拓、テストツアーなど）や目指す成果（新商品の完成、販売拠点の開設、販売サイトへの掲載　など） 等）





	5．連携の状況　【必須】

	事業化に向けて連携している、または連携を予定している団体・事業者の名称と役割を記入してください。
・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役割：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役割：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役割：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役割：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




	6．管轄する自治体の連携状況【必須】

	自治体の名称
	

	自治体の事業への関与・協力状況（当てはまるものに☑）
	☐すでに連携し動いている
	☐今後連携する予定がある
	☐相談・情報共有はしているが連携は未定

	
	☐まだ話をしていない　　　　　
	☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	7．伴走支援に対する要望　【任意】

	伴走支援に対する要望、事業化に向けて必要と考える外部の知見・サポートなどがあれば記入してください。





